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「うおぬま・米（まい）ねっと」情報共有の詳細説明 

 

「うおぬま・米（まい）ねっと」（以下、「米ねっと」という。）の情報共有に関する内容は次のとおりです。効率的

に安全な医療や介護を受けることができる環境に適した情報共有のあり方を検討し、以下の内容にさせて頂いており

ます。 

今後も運用に合わせてよりよい仕組みになるように検討を重ねていく次第です。引き続き皆様からのご意見を頂戴

できれば幸いです。 

ご不明な点等がありましたら、米ねっと事務局（魚沼基幹病院内 ℡ 025-788-0485）にお問い合わせください。 

 

項 目 基本仕様 参照権限など 

基 本 情 報 １ 氏名、住所、生年月日、性別、電話番号、

緊急連絡先、かかりつけ医、アレルギー情

報、病歴などの加入申込受付時の申請情報を

共有する。（事務局で入力。） 

２ 利用施設のレセコン、電子カルテ等に登録さ

れている氏名、住所、生年月日などの情報も必

要に応じて共有する。 

米ねっとに参加する全ての施設が参照できる情

報。 

米ねっとで利用する住所、氏名、生年月日等の基

本情報は、申請の際に記入された内容とする。 

利用施設から提供される基本情報については、施

設間で正しい情報が連携されていることの確認

などのために米ねっと事務局が参照する場合が

ある。 

処方・調剤 

情報 

１ レセコン、電子カルテ、調剤システムから薬

剤の名称、投与量などを共有する。一部、用法・

用量が連携されない場合あり。 

２ 原則は投薬、注射の情報とし、処置等で利用

した薬剤の情報は共有しない。 

米ねっとに参加する病院、診療所、保険薬局、介

護事業所、訪問看護、自治体、新潟大学健康増進

医学講座（コホート）が参照できる。 

病 名 レセコン、電子カルテに登録されている病名（転

帰含む。）を共有する。 

医療機関同士、新潟大学健康増進医学講座（コホ

ート）でのみ参照ができる。 

臨床検査 

情報 

１ 病院からは臨床検査システムで保有する情

報を共有することを基本とするが、一部の病院

では、外注先の検査会社のデータを利用する。 

２ 診療所からは外注先である検査会社の電子

データを利用して共有する。 

３ 自治体からは健診情報システムで保有する

特定健診項目の検査結果およびがん検診の実

施の有無等についての情報を共有する。 

米ねっとに参加する病院、診療所、新潟大学健康

増進医学講座（コホート）に関しては検査データ

の参照ができる。 

保険薬局、介護事業所に関しては、特定健診に準

じた一般的な検体検査結果の参照が可能。 

画像検査 

情報 

１ 画像保存通信システムにＤＩＣＯＭ仕様で

保存されている情報を共有することが可能。 

レントゲン、ＣＴ、ＭＲＩなどが主であるが、

心電図、エコー等がＤＩＣＯＭ仕様で保存して

いる施設の情報は共有できる。 

米ねっとに参加する病院、診療所、新潟大学健康

増進医学講座（コホート）が参照できる。 

紹 介 状 等 １ 米ねっとで作成した紹介状の共有が可能 米ねっとに参加する病院、診療所が閲覧可能 

救 急 端 末 １ 米ねっと上にアップされた情報の共有が可

能 

消防本部の救急隊が参照できる。 

ただし、災害時等には端末を統括ＤＭＡＴ等が利

用し参照できる。 

連 携 パ ス １ 地域連携パス機能 米ねっとに参加する病院、診療所、自治体が利用

できる。 

介 護 情 報 １ 米ねっとで作成したケア記録・掲示板の内容

の共有が可能 

加入者を軸にした連携間でのみ閲覧可能（連携し

ていない施設では閲覧ができない） 

➢ 医療情報連携システム（ID-Link）利用施設は、米ねっとに登録されている全加入者の基本情報を検索すること

ができる。 

➢ 加入者医療介護情報は、その利用施設と紐付けられた（施設登録された）日以降に登録、参照ができる。ただ

し遡及して情報の登録が可能な場合もある。 

➢ 米ねっとの情報管理（操作・参照、個人情報保護など）については、利用施設が責任を持って行うものとする。 

➢ 米ねっとの情報共有に関する内容の変更（共有する項目の増減、情報を参照できる施設の増減など）は予告な

く行うことがある。 

➢ 変更した場合は、速やかにウェブサイト等で情報を提供する。 

 


